
重要-無名-な女性たち

エステル 1:8-21 
 

1:8 しかし飲酒は、「強要しないこと」という
法に従っていた。だれでもそれぞれ自分の思い
のままにさせるようにと、王が宮廷のすべての
長に命じていたからである。1:9 王妃ワシュテ
ィも、クセルクセス王の王宮で婦人たちのため
に宴会を催した。1:10 七日目にクセルクセス
王はぶどう酒で心が陽気になり王に仕える七人
の宦官メフマン、ビゼタ、ハルボナ、ビグタ、
アバグタ、ゼタル、カルカスに命じ、 1:11 　
王妃ワシュティに 王冠をかぶらせて、王の前に
連れて来るようにと言った。彼女の容姿がすば
らしかったので、その美しさを民と首長たちに
見せるためであった。1:12 しかし、王妃ワシュ
ティは宦官から伝えられた王の命令を拒み、来よ
うとはしなかった。そのため王は激しく怒り、
その憤りは彼のうちで燃え立った。 1:13 そこ
で王は時を熟知している、知恵のある者たちに
言ったーこのように、法令と裁判に詳しいすべ
ての者に諮るのが、王の慣わしであった。. . .     
 
1:15 「王妃ワシュティは、宦官によって伝え
られたクセルクセス王の命令に従わなかった。　
法令に従って、彼女をどう処分すべきか。」 
1:16 メムカンは王と首長たちの前で答えた。
「王妃ワシュティは王一人だけではなく、クセ
ルクセス王のすべての州の全首長と全住民にも
悪いことをしました。1:17 王妃のことが女た
ちみなに知れ渡り、『クセルクセス王が王妃ワ
シュティに、王の前に来るように命じたのに来
なかった』と言って、女たちは自分の夫を軽く
見るようになるでしょう。 1:18 今日にでも、
王妃のことを聞いたペルシアとメディアの首長
の夫人たちは、王のすべての首長たちにこのこ
とを言って、並々ならぬ軽蔑と怒りが起こるこ
とでしょう。 1:19 もし王がおよろしければ、
ワシュティはクセルクセス王の前に出てはなら
ない、という勅令をご自分でお出しになり、ベ
ルシアとメディアの法令の中に書き入れて、変
更することのないようにされてはいかがでしょ
うか。王妃の位は、彼女よりももっとすぐれた
者にお授けください。

エステル 2:1-4, 17 
 

2:1  これらの出来事の後、クセルクセス
王の憤りが収まると、王はワシュティのこ
と、彼女のしたこと、彼女について決めら
れたことを思い出した。 2:2 王に仕える
侍従たちは言った。「王のために容姿の美
しい未婚の娘たちを探しましょう。 2:3 
王は王国のすべての州に役人を任命し、容
姿の美しい未婚の娘たちをみな、スサの城
の後宮に集めて、女たちの監督官である王
の宦官ヘガイの管理のもとに置き、化粧品
を彼女たちに与えるようにしてください。
2:4 そして、王のお心にかなう娘を、ワシ
ュティの代わりに王妃としてください。」
このことは王の心にかなったので、彼はそ
のようにした。  
 
2:17 王はほかのどの女よりもエステルを
愛した。このため、彼女はどの娘たちより
も王の好意と寵愛を受けた。王は王冠を彼
女の頭に置き、ワシュティの代わりに彼女
を王妃とした。
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王妃 ワシュティ

２人の女王 
 

世界史で、ワシュティは、ペルシャのア
ルタクセルクセス王の母で、アメストリ
スという名で出てくる重要な女性です。
しかし聖書の中では彼女はエステルの登
場で、陰に隠れています。エステルの名
は、サラを除いては他のどの女性よりも
多く聖書に登場していますが、ワシュテ
ィはすぐに表舞台から消えます。  
 

しかしながら、ワシュティの排除は、エ
ステル記の中で重要な部分を占めていま
す。彼女は、クセルクセス王の命令に従
わなかったので(1:12)排除されたのです
が、もっと大きな理由は、神様がエステ
ルを用いてユダヤ人を敵の手から救うご
計画を持っておられた、という事です。



下の文を読み、正しいと思うものには(○)正しくないものには(X)、部分的に正しいと
思うものには(△)をつけて下さい。

否定的に見ると... 
 

現在のほとんどの読者は、クセルクセ
ス王のワシュティの取り扱いが悪かっ
たと、すぐに批判します。また現代の
聖書注解者も、しばしばワシュティを
擁護します。彼女は病気か、または妊
娠していたのかもしれない、と。また
彼女は酒に酔った男たちは酷い事をす
ると知っていたので、命令を拒んだの
かもしれません。王は彼女に王冠だけ
を冠らせて、裸で皆の前に出るように
と命じたのではないかと解説するもの
もあります(1:10-11)。これらの意見が
追加されれば、下のAの部分の問答文は
多くなるでしょう。確かにクセルクセ
ス王の行動は不適切でした。しかし、
彼は本当にそれほど悪かったのでしょ
うか？ 

 
現代の読者は、王妃ワシュティに問題
があったとはほとんど思わないでしょ
う。ですから、彼女には命令を拒否す
る正統な理由が欠けていたかもしれな
い、と言う注解書はめったにありませ
ん。そこには彼女のプライドが関係し
ていたのかもしれません。古代の歴史
資料によると、彼女は次の王アルタク
セルクセスの母でした。彼女は自分は
もっと相応に取り扱われるべきだと考
えていたのかもしれません。確かにそ
うだったでしょう。それでも彼女はも
っと謙虚であるべきだったし、そのよ
うに振る舞う事もできたはずです。  
 

下のBの問答文は、様々な要因が関係し
ている事を示しています。

A (      )  クセルクセス王の、ワシュティの取り扱い方は悪かった。

A-1 (     )  彼は、彼女を物のように扱った。(1:10-11)

A-2 (     )  彼は、彼女と２人で話す事はしなかった。(1:10-13)

A-3 (     )  彼の決断は早すぎて(1:12-22)、後で後悔した(2:1)。

A-4 (     )  彼は怒った(1:12, 2:1)。怒る事はいつも罪である(エペ4:26)。

A-5 (     )  彼は酔って(1:10)愚かに振る舞った。ナバルのように(1サム25:36)。

B (      )  いくつかのマイナスの要因があった。

B-1 (     )  宴会は度を過ぎていた。(1:3-10, 2:18)

B-2 (     )  王の宴会には、男性しかいなかった。(1:5, 9)

B-3 (     )  宴会は政治的なもので、王の威信を高めるためのものだった。

B-4 (     )  バビロンには、ユダヤ人の影響はほとんどなかった。(2:5, 10:1-3)

B-5 (     )  メムカンは当然、ワシュティではなく、怒っている王の側についた。

B-6 (     )  新しい、良い妻を得るのは王にとって簡単だった。(1:19, 2:1-18)

B-7 (     )  宴会は小さいものではなく、全国から人を招いたものだった。(1:3, 5)



下の文を読み、正しいと思うものには(○)正しくないものには(X)、部分的に正しいと
思うものには(△)をつけて下さい。

肯定的に見ると... 
 

神ご自身がワシュティの代わりにエス
テルを王妃にするよう背後で働かれた
ので、ワシュティが従わなかった事の
理由を探す事はおそらく不適切です。
むしろ、１章に見られる主題について
注意深く考える方が、はるかに良い事
です。１章は何についてか(C)、そして
それはエステル記の残りの部分とどう
つながるでしょうか(D)？  
 

長い目で見れば、様々な罪や人間の限
界が明らかにされた事は、大きな恵み
でした。それは神様が必要である事を
示しているからです。いくつかの問題
はマイナスの要因として前の頁にリス
トアップされていますが(B)、他のもの
は下にあげられています(D)。 

 
ペルシア帝国は、偉大な国でした。そ
れは最初から強調されています。(127
の州がありました。1:1)しかしその大き
さと多様性は、問題にもなりました。
多くの首長が必要になり(1:14)、布告が
多くの言語に翻訳されなければなりま
せんでした(1:22)。このため王は多くの
補佐たちに依存していました。 
 

歴史家たちは、１章の宴会が行われた
時、クセルクセス王はギリシャを攻め
る準備をしていたと考えています。数
年後彼は、その王国と軍の大きさにも
かかわらず、ギリシャ人によって屈辱
を受けました。この章で見られる、人
間の限界に焦点を当てて考えるのは意
義ある事です。

C (      )  エステル１章は、重要なテーマを扱っている。

C-1 (     )  その章は、権威についてである。

C-2 (     )  その章は、愛と結婚についてである。

C-3 (     )  その章は、妻の夫に対する服従についてである。

C-4 (     )  メムカンの要点は(1:16-18)ペテロの要点と(1ペテ3:1-7)全く同じである。

C-5 (     )  その章は、存在した最も大きな王国の一つについてである。

D (      )  ワシュティの出来事 (1章)は、エステル記の重要な部分である。

D-1 (     )  その章は長く、細かい事が多い。

D-2 (     )  その出来事は、女性の力の弱さを示している。

D-3 (     )  その出来事は、王が絶対の権威を持っていなかった事を示している。

D-4 (     )  メムカンの提案は、支配者達の権威の失墜を恐れた事を示している。

D-5 (     )  その章は、王国が大きすぎた事を示している。(1:1, 14, 22)

D-6 (     )  神は言及されていないが、１章で大きく働かれている。

D-7 (     )  その出来事は、ユダヤ人の孤児がどのように女王になったかを見せている。



ワークシート答え  
 

権威に対する服従というのはエステル
記１章の鍵のテーマですが(C-1, C-3)メ
ムカンの言った、夫に対する妻の服従
の事は(1:16-18)、１ペテ3:1-7でペテロ
が教えた事とは、いくらか違います。
ペルシアのリーダーたちは、神様の事
も又ペテロが教えた、夫が妻を敬う事
の大事さも言及しませんでした。C-4は
不正解です。  
 

エステル記１章には、結婚における服
従の事が多く言及されていますが、愛
という事については全く触れられてい
ません(C-2)。王は妻ワシュティを物の
ように扱ったのですが(A-1)、彼女を愛
していたというはっきりした記述はあ
りません。彼は怒りに任せて離婚した
事をすぐに後悔したかもしれません(A-
3, 2:1)。愛についての言及は2:17だけ
にありますが、それはエステルに対す
るものでした。 
 

A-4の問答文は部分的に正解です。怒り
は常に罪だと言うのは正しくありませ
ん。エペソ4:26を含むいくつかの箇所
は、悪に対して怒る事は正当だという
事を示唆しています。しかし、同時に、
怒りを早く収める事も大事だとエペソ
4:26は教えています。酒に酔った王は、
そうしませんでした。それで彼はある
意味で、１サム25:36のナバルのようで
した(A-5)。  
 

王の補佐たちは新しい王妃を選ぶのは
簡単だと考えたでしょうが(1:19)、そこ
には主の導きが必要でしたし(2:1-18)、
直接の言及はなくとも、確かに主のお
計らいがありました(B-6, D-6)。

それで？ 
 

王は自分自身の事も含めて、絶対の支
配権を持ってはいませんでした(D-3)。
酔って(1:10)しかも怒りのあるところで
(1:12)、彼は自分をコントロールする事
はできなかったのです。また、彼の王
国も広く大きすぎて(C-5)、支配するの
は難しいことでした。彼の補佐役が、
常に王に何をすべきか進言する必要が
ありました(1:13-22, 2:1-4)。 
 

ペルシアとメディアの法律の厳格さに
よっても、王は自分のしたい事をする
ことができませんでした。彼はワシュ
ティに対する酷い勅令を思い出しまし
たが(2:1)、それを変える事はできませ
んでした(1:19)。もう一つの厳しい勅令
も後に問題になりましたが、それはそ
の後加えられた勅令によって(8:5-17)解
決されました。そのような事はワシュ
ティに対しては不可能でした。  
 

エステル記全体とワークシートの最も
重要な要点は、主が全ての上にご支配
なさっておられる、という事です。そ
れは様々な所に見られますが、１章で
は人間の限界を通してそれが見られま
す。偉大な王クセルクセスであっても
その問題がありました。一番の権威を
持っているのは彼ではなく(D-3)、主で
した(D-6)。 
 

最後にワシュティについてです。彼女
は反抗的だったのでしょうか？そうか
もしれません。なぜ彼女は退けられた
のですか？表面的に言えば様々な事が
関係していました。しかし最終的に彼
女を退けたのは、主です。

適用
あなたが一番重要、また必要と思われる事柄を上から選んで適用して下さい。


